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 ２０２３年８月実績概要（メモ）  

（２０２３．９．２９） 
 
定修規模の差から、前月に対しては多くの品目で増産が見られるも、未だ生産調整の局面が続く。 
 
１．生 産 動 向  

イ）エチレン ４６７，８００トン  
 前 月  比    ＋１３．９％（＋５７，２００トン） 
 前年同月比    ▲ ５．３％（▲２６，１００トン） 

稼働プラントの実質稼働率試算：前月７６．４％* → 当月７９．８％ ← 前年同月８５．８％ 
定修プラント：前月 なし → 当月 なし  ← 前年同月 ２社２プラント 

 
ロ）主な石油化学製品 

前月比は、定修規模差を主因として、HDPE、PP、SM、塩ビモノマー、EO、EG、AN、SBR、ベ
ンゼン、トルエン、キシレンなどの１４品目がプラスとなった。LDPE、MMA モノマー、BR の３
品目はマイナスとなった。 
前年比は、稼働率要因等から、LDPE、PP、PS、MMA モノマー、EO、EG、SBR、BR、トルエン
などの１２品目がマイナス。SM、キシレンなどの５品目はプラスとなった。 
 

２．樹脂の生産・出荷状況（LDPE、HDPE、PP、PS） 
イ）生  産 

前月比は、LDPE は定修規模差と稼働率要因からマイナスとなった。HDPE、PP、PS は生産調整が
続く中、定修規模の減少から、当月はプラスとなった。 
前年比は、主に稼働率要因から LDPE、HDPE、PP、PS ともにマイナスとなった。 

ロ）国内出荷 
消費マインドとしては持ち直しの動きが続いているが、消費者物価指数の上昇が続いており、家計消
費への圧迫が続く。国内の生産活動は前月の７月の鉱工業生産指数が前期比マイナス転じたほか、マ
インド面でも改善が見られつつもマイナストレンドが続いている。 
汎用樹脂の出荷は、前月比は、夏季休暇に伴うユーザー側の稼働日数減もあり、LDPE、HDPE、PP、
PS ともに二桁台のマイナスとなった。 
前年比では、昨年の９月以降４樹脂揃って、前年割れの出荷が続いてきたが、漸くここにきて、PP
はプラスとなった。他の３樹脂は、前年を下回り、近年では低調な出荷状況にある。 
分野別の出荷動向では、フィルム等の包材関係は、４樹脂ともに前年を下回っているが、LDPE の
電線被覆分野や、HDPE の中空成形分野では前年を上回る出荷となった。また、PP では射出成形分
野が前年に対し５カ月連続して増加が続いている。PS は電機・工業、包装分野ではマイナスがやや
大きいものの、FS 分野は微減に留まっている。 

ハ）輸    出 
OPEC プラスの協調減産等による原油相場の急伸が続く中、汎用樹脂の引き合いは鈍く、前月比で
は、HDPE、PP で増加が見られるも、LDPE、PS はマイナスとなった。前年比は、LDPE、HDPE
は前年が落ち込んだことから、当年はプラスとなったが、PP、PS はマイナスが続いている。 

ニ）在    庫 
在庫量は、前月に対して、LDPE、HDPE、PP、PS で増加した。在庫率(季節調整済）は、LDPE、
HDPE、PP は低下、PS は前月並みとなった。在庫水準としては、LDPE、HDPE は高め、PP、PS
は適正水準に近づきつつある。 

 
 
 
 
 
 
 

前月からの修正を*で付記 
以 上 

 生産増減に係る諸要因 ＜前 月 比＞ ＜前年同月比＞  
 日数増減    － －  
 定修要因等   ＋  ９．０ ％ ＋  １．５  ％  
 能力増減 －    ＋   ０．３ ％  
 稼働率変動 ＋  ４．９ ％ ▲  ７．１  ％  
 生産増減率 ＋１３．９  ％ ▲  ５．３  ％  

 
 

前月対比増減量 
（単位:トン） 

季節調整済在庫率（単位:ヶ月） 
７月末 ８月末 

LDPE ＋１６，９００ ３．８ ３．５ 
HDPE ＋１１，６００ ４．１  ３．８ 
P   P ＋１５，８００ ３．３ ３．０ 
P   S  ＋ ４，５００ １．８ １．８ 


